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開設の⽬的・概要　等
⾼齢社会に突⼊した本邦において、加齢とともに急増するPDの終末期医療の充実は喫緊の課題である。これまで、専⾨医に通院することが困難となった患者は在宅または施設において、⾮専⾨医の診療に頼らざるを得な
いた。ICTを駆使した介護施設において、⽣活の場でのデータ収集・解析を⾏うことにより、PD患者の様々な問題を検出し、住居のハード⾯およびソフト⾯における介⼊を⾏うことによって、患者のQOLを改善するホームアダプ
テーションの研究・開発、WEB会議システムを⽤いた介護施設スタッフの専⾨教育および患者教育の推進と効果検証、専⾨医の終⾝介⼊に伴う剖検事例の増加およびモニタリングデータの統合研究を⾏うことを⽬的とする。
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